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OECDヘルスデータ担当者会合（2011）の報告
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Ⅰ　は　じ　め　に

　OECD（経済協力開発機構）では，34の加盟
国から保健医療および保健医療制度に関する
データを収集し，ウェブ上のデータベース
「OECDヘルスデータ」として，毎年公表して
いる。データベースの改善のため，加盟国（保
健担当省，統計担当機関等）や関係機関（WHO，
Eurostat等）が出席するOECDヘルスデータ担
当者会合（以下，会合）が，年 1回開催されて
おり，データ範囲の拡大や比較可能性の向上に
ついて議論している。本稿では，近年の会合に
おける議論の動向を含め2011年10月 3 ，4 日に
開催された会合（於パリ，参加者数約95名）の
議論について報告する。

Ⅱ　OECDヘルスデータを巡る近年の動向

　はじめに，議論の背景として，ヘルスデータ
に関する近年の大きな動きを把握しておきたい。
第 1に，節目となる2010年10月のOECD保健大
臣会合（約 5年に 1回開催）では，コミュニケ
において「データの違いを説明する要因をより
注意深く検証すること等により，データ・情報
の比較可能性を高めるべきである」とされた1）。
これにより，今年の会合でも，各国から提出さ
れた数値を並べるだけでなく，それがどのよう
なデータであるかの検討に力が入れられ，その
分析を受けてデータ区分の改善が進められてい
る。第 2 に，ヘルスデータ2010から，WHO欧

州地域事務局およびEurostatとの合同質問票に
よるデータ収集が医療支出以外の指標に拡大さ
れたことも，大きな動きの 1つである。主に事
務局間の調整により，欧州域内の国際比較指標
との整理が進められ，新規指標が増えるととも
に，既存の指標の定義や区分も見直されている。
第 3に，これは個々の指標に影響を与えるもの
ではないが，OECDヘルスデータ2011から，公
表のプラットフォーム（基盤）が，有料の個別
データベースから，OECDの総合統計データ
ベース（保健分野に限らない）であるOECD.
Statへ移行することとなった。データベースの
70％がID・パスワード不要の無料で提供され
るため，データ利用の増大が期待されている2）。

Ⅲ　指標開発に係る議論

　OECDヘルスデータに含まれる指標一覧は，
ウェブ上で参照可能である2）3）。そのうち，最
近の会合の検討対象となった主な指標について
は表 1を参照いただきたい。慢性疾患の増加や
医師不足など加盟国における政策課題を反映し
たものや合同質問票の導入に係る指標が取り上
げられ，比較可能性向上のために区分を細分す
る傾向が見受けられる。以下では，2011年の会
合において議論された 3点について紹介する4）。

（ 1）　医療従事者（医師・看護師）の概念に関
する議論

　現在，医療従事者については，①臨床，②専
門活動中，③登録（Practicing, Professionally 
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active, Licensed）の 3 つの概念についてデー
タ収集されている。一般的に国際比較で用いら
れるのは，患者に直接医療サービスを提供する
①臨床数であるが，研究者や行政機関で働く者
を含む②，あるいは③のみしか提出できない国
もある。こうしたデータギャップを埋めるため，
今回の担当者会合では，②に関する新たなデー
タソースとして，労働力調査（Labour Force 
Survey）の活用について検討された。アイル
ランド，オランダ，Eurostatにおいて，それぞ
れ既存の従事者調査あるいは単発で実施した調
査と労働力調査をベースとした推計値の比較が
行われた。その結果，アイルランドにおいては
比較的良い結果が得られたものの，オランダ，
Eurostatでは，残念ながら両者の差が非常に大
きく，さらには，労働力調査は住民を対象とし
ており，国境を越えた労働力を把握できないと
の問題点も指摘され，労働力調査は医療従事者

数のデータソースとしては，他にソースがない
場合の最後の手段（last resort）とすべきであ
るとの結論になった。

（ 2）　医師の種類に関する議論
　医師の種類は，従来のデータ収集では，「一
般診療」「専門医」「その他」（General practice, 
Specialist, Others）の 3 区分に分かれ，専門医
については，小児科医，産婦人科医，精神科医
等に細分されていた。しかしOECD事務局が
2010年に収集されたデータを分析した結果，イ
ンターンやレジデントの扱い（訓練中として
「その他」と判断する国と実際に診療に携わる
ため「一般診療」または「専門」とする国），
また，専門医ではない医師を「一般診療」「そ
の他」のどちらに振り分けるかにより，データ
に大きな影響が出ていることが判明した。その
ため，OECDヘルスデータ2012からは，一般診

表 1　OECDヘルスデータ担当者会合における最近の議論（2009年以降）の動向4)-7)

健康状態
　所得別自覚的健康状態
　　2009年（ 8）：新規指標の導入結果の紹介（参考：OECDワーキングペーパー43）8）
　慢性疾患の有病率
　　2009年（11）：認知症・アルツハイマーおよびうつ等の精神障害の有病率の導入を検討したが時期尚早とされた。
　　2010年（ 8）： 新規指標（「一定期間継続する何らかの疾病/健康問題を抱えていますか」という質問を利用したデータを

想定）の収集が決定。2011年現在，データの公表には時期尚早とされている。
保健医療の資源
　医療従事者，病院，病床等
　　2009年（ 9）：WHO，Eurostatとの合同質問票によるデータ収集開始により病院数等多くの指標追加，区分の見直しが決定。
　　2010年（ 9）： ①「臨床，登録」→「臨床，専門活動中，登録」②医師の種類について「一般診療，専門」→「一般診療，専

門（各種），その他」等，新たな区分導入結果の紹介があり，おおむね比較可能性が高まったとの評価。そ
の他にも病院数の区分等が見直された。

　医療従事者
　　2011年（ 4）： 上記①の区分の導入結果のフォローの紹介。上記②について「一般（家庭医，他），専門（各種，他），そ

の他」とする細分化が決定。
保健医療の利用
　診断用検査数（MRI，CT）
　　2009年（ 8）： 新規指標の導入結果の紹介。入院・外来，病院のみ等，国ごとのデータ範囲の違いが課題。（参考：HAG

※20099）および201110）医療技術の章）
　手術数
　　2010年（11）： ①国際標準分類の不存在，②数え方の違い，③対象となる医療施設の違い等の課題が示され，②は 1 人の

患者の 1 つの手術分類について 1 つのコードまたは患者数を報告することとされ，③は入院・日帰りの別
のうち，日帰りについて「病院」「病院以外」の別の試験的導入が決定。

　　2011年（ 5）：上記②③の変更による結果の紹介。③は，細分を継続することが決定。
介護の資源と利用（参考：HAG201111）において介護に関する特別章が設けられている）
社会保護（特に議論なし）
医薬品市場（特に議論なし）
健康の非医学的決定要因
　果物・野菜の摂取量
　　2009年（11）： 摂取量（グラム）が望ましいがデータのある国が少ないため，摂取頻度（ 1 日少なくとも 1 回）の指標を

導入することが決定。さらに 1 日 5 単位摂取という指標を設けるか検討されたが，単位の標準化が困難と
された。

　　2010年（ 7）： 上記の新規指標の導入結果の紹介。半数の国からデータが集まったが，比較可能性には制約が残る。
　過体重・肥満
　　2010年（ 7）： 自己申告と測定データの区分導入結果の紹介。データの違いが大きく，区分導入により比較可能性が大幅

に向上したとの評価。
注　※HAG：Health at a Glance, OECD.　年号横の（　）は議題番号
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療を「家庭医・GP（General Practitioner）」と
「その他の一般（インターン等を含む）」に分
け，さらに専門の種類にも「その他の専門」の
区分を設けることとなった。なお，この論点は，
他にも難しい課題が多く，会合でも例えば，
GPは専門の一種とすべきであるという見解や
口腔科の医師については，歯科医（Dentist）
という医師とは別の指標とされているが，医師
の専門の 1つとすべきであるとの見解等が示さ
れたが，こうした点についてOECDは，国際標
準職業分類（ISCO-08）に従っており，現在の
分類を維持するとしている。

（ 3）　手術分類別の手術数に関する議論
　手術数については， 1人の患者について一連
の手術が行われた際，どのように数えるかが 1
つの論点となる。昨年の議論により， 2重計上
を避けるためすべての手術・処置ではなく，ま
た過小評価を避けるため主な手術のみの数では
なく， 1人の患者の 1つの手術分類につき 1つ
のコードまたは患者数（準全数（“Quasi-all”
procedures））について報告することとなった。
今年はその結果が示され，スペインやイタリア
など報告態様を変更したいくつかの国について
は，手術数が大幅に減少する例もあったことが
紹介された。また，昨年のデータ収集では試験
的に日帰り手術の実施場所について，「病院」
と「病院以外」の別を設けたところ，病院以外
の医療センター等で多くの手術が実施されてい
る国もあることが判明した。一方で病院におけ
る手術数しか報告できない国もあり，ひとまず
この区分を維持することが決定された。

Ⅳ　データと政策分析プロジェクト

　OECDでは，先進国からデータ・情報を入手
できる強みを活かし，政策分析のプロジェクト
も実施しており，会合でもそうした取り組みの
一端が紹介された。現在は，医療サービスの利
用のおける格差，メンタルヘルス，介護の質に
関する作業等が進んでおり，介護については，
2011年 5 月に増大する需要に対する介護労働力

と介護財政に着目した報告書11）が刊行され，今
後は，そのフォローアップとして，介護の質に
焦点を当てた分析を進めるとのことであった。

Ⅴ　お　わ　り　に

　OECDヘルスデータは，先進国の保健医療に
関する最も包括的なデータソースであり，こう
したOECDによる政策分析での利用に止まらず，
各国の政策立案や国際比較研究の基礎資料とし
て頻繁に参照されている。しかし，こうした比
較的信頼性が高いといわれるデータベースでも，
上述のように，各国が必ずしも同じ中味のデー
タを提出できているとは限らず，単にデータを
並べて，順位を付けるだけでは，現状を正しく
理解できないこともある。国際比較データは怪
しいという認識を有している人は多いと思うが，
実際にデータの中味に踏み込んで検証するのは，
かなり手間のかかる作業であり，国際機関でこ
うした地道な作業が実施されることは歓迎でき
る。会合でも，山積する課題のほんの一部とは
いえ，データの違いによる影響が明確に示され，
改めて国際比較データを利用するにあたっての
注意喚起となるとともに，有用なデータベース
の構築へ向けた重要な取り組みがなされている
といえる。
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